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＜ 別 紙 1 ＞  

2 0 2 5 年 度 C & C 賞 受 賞 者  業 績 と 略 歴  

 

グループ A  

 

■ 受 賞 者  /  R e c i p i e n t s  

Q R コ ー ド チ ー ム  /  Q R  C o d e  Te a m  

 

メ ン バ ー ：  

・ 原  昌 宏  /  M a s a h i r o  H a r a  

株 式 会 社 デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ  主 席 技 師  

名 古 屋 学 院 大 学  特 任 教 授  

・ 渡 部  元 秋  /  M o t o a k i  W a t a b e  

株 式 会 社 デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ  技 術 開 発 部  

・ 黒 部  高 広  /  Ta k a h i r o  K u r o b e  

株 式 会 社 デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ  執 行 幹 部  

・ 高 井  弘 光  /  H i r o m i t s u  Ta k a i  

G S 1  J a p a n ( 一 般 財 団 法 人 流 通 シ ス テ ム 開 発 セ ン タ ー )  ソ リ ュ ー シ ョ ン 第 1 部  

特 任 専 門 員  

 

■ 業 績 記  /  C i t a t i o n  

Q R コ ー ド の 発 明 ・ 実 用 化 お よ び 世 界 的 普 及 へ の 貢 献  

 

■ 業 績 説 明  /  A c h i e v e m e n t s  

 1 9 8 0 年 代 、 製 造 、 物 流 、 小 売 な ど の 現 場 で は 、 品 物 の 識 別 や ト ラ ッ キ ン グ 、

管 理 な ど に バ ー コ ー ド ( 一 次 元 コ ー ド ) が 幅 広 く 用 い ら れ て い ま し た 。 し か し 、

1 9 9 0 年 代 に 入 る と 、 製 造 現 場 で 扱 う 部 品 が 多 様 化 し た た め 、 既 存 の バ ー コ ー ド

で は 記 録 で き る 情 報 量 に 限 界 が 生 じ て い ま し た 。 こ の 問 題 を 克 服 し 、 飛 躍 的 に 多

く の 情 報 を 格 納 で き 、 高 速 で 正 確 に 読 み 取 り 可 能 と し た の が 、 1 9 9 4 年 に 発 明 さ

れ た Q R コ ー ド ( 二 次 元 コ ー ド ) で す 。 Q R コ ー ド は 、 流 通 、 製 造 、 決 済 、 モ バ イ

ル 認 証 、 チ ケ ッ ト 管 理 な ど 多 様 な 分 野 で 広 く 活 用 さ れ 、 社 会 や 産 業 の デ ジ タ ル
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化 ・ 効 率 化 に 大 き く 貢 献 し て い ま す 。  

 1 9 9 2 年 、 ( 株 ) デ ン ソ ー で バ ー コ ー ド ス キ ャ ナ や 光 学 文 字 認 識 ( O C R ) 装 置 の 開

発 に 携 わ っ て い た 原 昌 宏 氏 は 、 既 存 の バ ー コ ー ド に 変 わ る 新 し い コ ー ド の 必 要 性

を 認 識 し ま し た 。 上 司 の 許 可 を 得 て 、 同 僚 の 渡 部 元 秋 氏 と 豊 田 中 央 研 究 所 か ら の

2 人 を 加 え た 4 人 で プ ロ ジ ェ ク ト に 着 手 し ま し た 。 当 時 、 米 国 で は 既 に 二 次 元 コ

ー ド が 開 発 さ れ て い ま し た が 、 大 容 量 の 情 報 格 納 ・ 小 型 サ イ ズ ・ 高 速 読 み 取 り ・

汚 れ や 破 損 に 強 い と い っ た 重 要 な 要 件 を 全 て 満 た す も の は 存 在 し ま せ ん で し た 。

そ こ で 、 既 存 の コ ー ド に は な い 高 度 な 機 能 を 備 え た 二 次 元 コ ー ド の 実 現 を 目 指 し

ま し た 。  

 原 氏 は 、 二 次 元 コ ー ド の 情 報 格 納 方 式 と し て 、 情 報 密 度 が 高 く 、 ど の 角 度 か ら

で も 読 め る マ ト リ ッ ク ス 型 を 選 び ま し た 。 コ ー ド の 位 置 を 素 早 く 検 出 し 、 上 下 左

右 も 認 識 で き る 目 印 と し て 、 切 り 出 し シ ン ボ ル を コ ー ド の 3 コ ー ナ ー に 配 置 し ま

す 。 切 り 出 し シ ン ボ ル の 誤 認 識 を 防 ぐ た め 、 原 氏 と 渡 部 氏 は 、 印 刷 物 の 中 で 最 も

使 わ れ て い な い 白 と 黒 の 比 率 1 : 1 : 3 : 1 : 1 を 突 き 止 め 、 切 り 出 し シ ン ボ ル の 白 黒 部

分 の 幅 の 比 率 が 決 め ら れ ま し た 。 こ の よ う に し て 、 ど の 方 向 か ら で も 、 コ ー ド 位

置 を 割 り 出 し 、 高 速 読 み 取 り で き る 仕 組 み が で き ま し た 。 業 務 現 場 で の 使 用 に 強

く す る た め 、 汚 れ や 破 損 し て も 情 報 を 正 し く 読 み 出 す こ と が で き る 誤 り 訂 正 機 能

を コ ー ド に 持 た せ ま し た 。 バ ー ス ト 誤 り に 強 い リ ー ド ソ ロ モ ン 符 号 を 採 用 し 、 格

納 す る 情 報 量 と の バ ラ ン ス を 考 え て 、 復 元 率 を 最 大 3 0 % と し ま し た 。 開 発 を 始 め

て か ら 2 年 後 の 1 9 9 4 年 8 月 に 、 英 数 字 ・ 記 号 や 漢 字 も 格 納 で き る 大 容 量 の 情 報

を 省 ス ペ ー ス に 収 め 、 汚 れ や 破 損 に 強 く 、 0 . 0 3 秒 と い う 高 速 の 読 み 取 り が 可 能

な 二 次 元 コ ー ド が 完 成 し ま し た 。 そ し て 、 最 大 の 特 長 で あ る 高 速 読 み 取 り に ち な

ん だ Q u i c k  R e s p o n s e の 頭 文 字 を 取 り 、 Q R コ ー ド と 名 付 け ま し た 。 そ の 後 追

加 さ れ た Q R コ ー ド  モ デ ル ２ で は 、 コ ー ド が 歪 ん で も 読 み 取 り が で き る よ う ア ラ

イ メ ン ト パ タ ー ン が 加 え ら れ 、 バ ー コ ー ド の お よ そ 2 0 0 倍 、 数 字 な ら 最 大 7 0 8 9

文 字 を 格 納 で き ま す 。  

 当 時 、 二 次 元 コ ー ド で 先 行 し て い た 米 国 企 業 は 、 特 許 の 権 利 行 使 は し な い パ ブ

リ ッ ク ド メ イ ン 宣 言 を し 、 業 界 団 体 で の 標 準 と し て 採 用 さ れ 、 次 に 標 準 化 す る 取

り 組 み を 始 め て い ま し た 。 デ ン ソ ー は 、 業 界 標 準 と 国 際 標 準 の 獲 得 を 急 ぎ ま す 。

自 動 車 業 界 に 働 き 掛 け 、 Q R コ ー ド は 業 界 標 準 コ ー ド 認 定 さ れ ま す 。 1 9 9 6 年 に 日

本 自 動 認 識 工 業 会 の 標 準 と な る と 、 Q R コ ー ド の パ ブ リ ッ ク ド メ イ ン 宣 言 を 行 い 、
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1 9 9 7 年 に 国 際 自 動 認 識 工 業 会 の 標 準 と し て 成 立 し ま し た 。 続 け て 、 I S O / I E C で

の 標 準 化 を 目 指 し ま す 。 1 9 9 8 年 、 I S O / I E C  J T C 1 / S C 3 1 に 新 作 業 項 目 提 案

( N P :  N e w  W o r k  I t e m  P r o p o s a l ) を し ま す 。 W o r k i n g  G r o u p ( W G ) で 議 論 ・

検 証 を 経 て 、 2 0 0 0 年 6 月 に Q R コ ー ド の 規 格 は 国 際 規 格 I S O / I E C  1 8 0 0 4 と し

て 発 行 さ れ ま し た 。 高 井 弘 光 氏 は 、 Q R コ ー ド の 規 格 化 、 標 準 化 を 担 当 し 、

I S O / I E C 規 格 化 で は プ ロ ジ ェ ク ト エ デ ィ タ ー と し て 活 躍 し ま し た 。  

( 株 ) デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ は 、 Q R コ ー ド の 市 場 開 拓 ・ 普 及 に 努 力 し ま し た 。 黒 部 高

広 氏 は 、 Q R コ ー ド の 普 及 促 進 活 動 に 従 事 し 世 界 的 普 及 に 貢 献 し た 1 人 で す 。 Q R

コ ー ド は 、 当 初 、 工 場 の 生 産 管 理 や 部 品 ト レ ー サ ビ リ テ ィ に 用 い ら れ ま し た 。 高

い 汎 用 性 が 様 々 な 業 界 に 評 価 さ れ 、 流 通 、 物 流 、 医 療 、 電 子 決 済 、 電 子 チ ケ ッ ト 、

本 人 認 証 、 個 人 情 報 管 理 な ど 、 幅 広 い 分 野 で 活 用 さ れ て お り 、 そ の 用 途 は 年 々 拡

大 し 続 け て い ま す 。 日 本 国 内 で は 、 2 0 0 2 年 携 帯 電 話 に よ る Q R コ ー ド 読 み 取 り

サ ー ビ ス が 始 ま り 、 2 0 0 6 年 に は A N A が 電 子 チ ケ ッ ト に 採 用 す る な ど 、 社 会 に 定

着 し 始 め ま す 。 Q R コ ー ド 決 済 は 、 2 0 1 1 年 以 降 、 中 国 で A l i p a y や W e C h a t  P a y

が 広 く 導 入 さ れ 、 2 0 2 0 年 に は 決 済 手 段 の 8 5 % を 占 め る ほ ど に 浸 透 し ま し た 。 日

本 で も 、 2 0 1 0 年 代 後 半 か ら 、「 ○ ○ ペ イ 」 と 呼 ば れ る Q R コ ー ド 決 済 が 普 及 し 、

広 く 利 用 さ れ て い ま す 。 Q R コ ー ド 決 済 は 世 界 で 着 実 に 拡 大 し て い ま す 。  

 Q R コ ー ド の 新 し い 用 途 が 開 発 さ れ る 一 方 で 、 社 会 の ニ ー ズ に 応 じ て 、 Q R コ ー

ド 自 体 も 進 化 し て い ま す 。 英 数 字 2 0 文 字 程 度 の デ ー タ を 1 m m 角 の 極 小 サ イ ズ

で も 印 刷 で き る マ イ ク ロ Q R コ ー ド 、 暗 号 化 し た 非 公 開 デ ー タ を 格 納 で き る よ う

に し て セ キ ュ リ テ ィ を 強 化 し た S Q R C コ ー ド 、 チ ケ ッ ト の 不 正 コ ピ ー を 防 ぐ 複 製

防 止 Q R コ ー ド 、 Q R コ ー ド の 一 部 に イ ラ ス ト や ロ ゴ を 配 置 で き る フ レ ー ム Q R

コ ー ド 、 駅 の ホ ー ム ド ア の 開 閉 制 御 に 使 う t Q R な ど の 派 生 Q R コ ー ド が 作 ら れ て

い ま す 。  

 Q R コ ー ド は 、 技 術 的 な 優 位 性 だ け で な く 、 特 許 の オ ー プ ン 化 と 国 際 標 準 化 を

推 進 し た こ と で 、 世 界 の 誰 も が 利 用 で き る 社 会 基 盤 技 術 と な り 、 そ の 汎 用 性 ・ 拡

張 性 は 様 々 な シ ー ン で の 用 途 を 創 造 ・ 拡 大 し ま し た 。 Q R コ ー ド は 、 I C T 分 野 の

技 術 進 歩 な ら び に 社 会 的 な 価 値 創 造 に 大 き く 寄 与 す る も の で あ り 、 Q R コ ー ド の

開 発 か ら 普 及 に 貢 献 し た デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ 、 中 で も Q R コ ー ド チ ー ム は 、 C & C 賞

に ふ さ わ し い も の と 高 く 評 価 さ れ ま す 。 今 後 も 、 Q R コ ー ド は 新 た な 応 用 分 野 や

イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 を リ ー ド し 続 け 、 社 会 や 産 業 の 発 展 に 寄 与 し 続 け る こ と が
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期 待 さ れ ま す 。  

＊ Q R コ ー ド は 株 式 会 社 デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ の 登 録 商 標 で す 。  

 

■ 略 歴 と 主 な 受 賞  /  P e r s o n a l  H i s t o r y  a n d  M a j o r  A w a r d  

【 経 歴 】  

( 1 ) 原  昌 宏  

1 9 5 7 年 8 月 生   

1 9 8 0 年 3 月  法 政 大 学 工 学 部 電 気 電 子 工 学 科 卒 業  

1 9 8 0 年 4 月  日 本 電 装 ( 株 ) ( 現 ( 株 ) デ ン ソ ー ) 入 社  

2 0 0 1 年  ( 株 ) デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ に 転 籍  

2 0 1 2 年 1 月  ( 株 ) デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ  A U T O - I D 事 業 部  

2 0 1 7 年 8 月  ( 株 ) デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ  主 席 技 師  

2 0 2 3 年 1 0 月  福 井 大 学  客 員 教 授 ( 兼 務 )  

2 0 2 4 年 4 月  名 古 屋 学 院 大 学  特 任 教 授 ( 兼 務 )  

 

( 2 ) 渡 部  元 秋  

1 9 6 5 年 1 0 月 生   

1 9 8 4 年 3 月  愛 知 県 立 豊 川 工 業 高 等 学 校 ( 現  豊 川 工 科 高 等 学 校 ) 電 子 工 学

科 卒 業  

1 9 8 4 年 4 月  日 本 電 装 株 式 会 社 ( 現 ( 株 ) デ ン ソ ー ) 入 社  

1 9 8 5 年 3 月  日 本 電 装 学 園 ( 現 デ ン ソ ー 工 業 学 園 ) 卒 業  

2 0 0 1 年 1 0 月  ( 株 ) デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ に 出 向  

2 0 1 1 年 7 月  ( 株 ) デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ  開 発 部 ( 現 技 術 開 発 部 )  

 

( 3 ) 黒 部  高 広  

1 9 7 2 年 8 月 生   

1 9 9 5 年 3 月  慶 応 義 塾 大 学 法 学 部 卒 業  

1 9 9 5 年 4 月  日 本 電 装 ( 株 ) ( 現 ( 株 ) デ ン ソ ー ) 入 社  

1 9 9 5 年 か ら  「 Q R コ ー ド 」 の 市 場 開 拓 、 普 及 啓 蒙 、 マ ー ケ テ ィ ン グ に 従

事  

2 0 0 1 年  ( 株 ) デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ  事 業 企 画 、 商 品 企 画 、 営 業 等 を 担 当  

現 在  ( 株 ) デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ  執 行 幹 部 と し て 、 経 営 企 画 ・ 人 事 総

務 を 担 当  

 

( 4 ) 高 井  弘 光  

1 9 5 6 年 1 月 生   

1 9 7 9 年 3 月  京 都 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 卒 業  

1 9 7 9 年 4 月  日 本 電 装 ( 株 ) ( 現 ( 株 ) デ ン ソ ー ) 入 社  
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1 9 8 1 年 か ら  バ ー コ ー ド リ ー ダ の 設 計 ・ 開 発 ，  

1 9 9 6 年 か ら  「 Q R コ ー ド 」 の 標 準 化 ・ 普 及 活 動 に 従 事 ．  

2 0 0 1 年  ( 株 ) デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ に 転 籍  

2 0 2 1  G S 1  J a p a n ( 一 般 財 団 法 人 流 通 シ ス テ ム 開 発 セ ン タ ー ) に 転

籍  

 

【 主 な 受 賞 】  

年  賞  受 賞 者  

2 0 0 4  モ バ イ ル プ ロ ジ ェ ク ト ア ワ ー ド  モ バ イ ル ソ

リ ュ ー シ ョ ン 部 門  最 優 秀 賞  

黒 部  高 広 ・ 原  昌 宏 ・ 渡

部  元 秋 ・ 他  

2 0 0 7  日 本 イ ノ ベ ー タ ー 大 賞  原  昌 宏  

2 0 0 9  経 済 産 業 省  工 業 標 準 化 貢 献 者 表 彰  産 業 技 術

環 境 局 長 賞  

高 井  弘 光  

2 0 1 2  グ ッ ド デ ザ イ ン 賞 B e s t 1 0 0  デ ン ソ ー ･ デ ン ソ ー ウ ェ

ー ブ  

2 0 1 4  欧 州 発 明 家 賞 ･ P o p u l a r  P r i z e  ※ 欧 州 特 許

庁  

デ ン ソ ー ウ ェ － ブ : 原  昌

宏 ･ 渡 部  元 秋 ･ 野 尻  忠

雄  

豊 田 中 央 研 究 所 : 長 屋  隆

之 ･ 内 山  祐 司  

2 0 1 6  標 準 化 貢 献 賞  ※ 情 報 規 格 調 査 会  高 井  弘 光  

2 0 1 6  I E C ( 国 際 電 気 標 準 会 議 ) 1 9 0 6 賞  ※ 経 済 産

業 省 日 本 工 業 標 準 調 査 会  

高 井  弘 光  

2 0 2 0  市 村 産 業 賞 ･ 本 賞  ※ 市 村 清 新 技 術 財 団  デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ ： 中

川  弘 靖 ･ 原  昌 宏 ･ 渡 部  

元 秋  

2 0 2 1  グ ッ ド デ ザ イ ン 賞 ･ ロ ン グ ラ イ フ デ ザ イ ン 賞  

※ 公 益 財 団 法 人 日 本 デ ザ イ ン 振 興 会  

デ ン ソ ー ・ デ ン ソ ー ウ

ェ ー ブ ･ 原  昌 宏  

2 0 2 2  I E E E ･ マ イ ル ス ト ー ン  ※ 米 国 電 気 電 子 学 会  デ ン ソ ー ･ デ ン ソ ー ウ ェ

ー ブ  

2 0 2 2  I E E E ･ コ ー ポ レ ー ト イ ノ ベ ー シ ョ ン 賞  ※ 米

国 電 気 電 子 学 会  

デ ン ソ ー  

2 0 2 3  日 本 学 士 院 ･ 日 本 学 士 院 賞 お よ び 恩 賜 賞  ※

日 本 学 士 院  

原  昌 宏  

2 0 2 4  中 日 文 化 賞  原  昌 宏  

2 0 2 4  日 本 自 動 車 殿 堂  殿 堂 者  原  昌 宏  
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グ ル ー プ B ：  

 

■ 受 賞 者  /  R e c i p i e n t  

ジ ャ ッ ク ・ ド ン ガ ラ 氏  

テ ネ シ ー 大 学  名 誉 教 授  

マ ン チ ェ ス タ ー 大 学  チ ュ ー リ ン グ ・ フ ェ ロ ー  

J a c k  J o s e p h  D o n g a r r a  

E m e r i t u s  P r o f e s s o r ,  E E C S  D e p a r t m e n t ,  U n i v e r s i t y  o f  Te n n e s s e e  

Tu r i n g  F e l l o w  i n  t h e  M a t h e m a t i c s  D e p a r t m e n t ,  T h e  U n i v e r s i t y  o f  

M a n c h e s t e r  

 

■ 業 績 記  /  C i t a t i o n  

科 学 計 算 の 高 速 化 と そ の 応 用 へ の 貢 献  

F o r  C o n t r i b u t i o n s  t o  H i g h - P e r f o r m a n c e  S c i e n t i f i c  C o m p u t i n g  a n d  

I t s  A p p l i c a t i o n s .  

 

■ 業 績 説 明  /  A c h i e v e m e n t s  

1 9 7 0 年 代 か ら 1 9 9 0 年 代 に か け て 、 コ ン ピ ュ ー タ の 性 能 は 飛 躍 的 に 向 上 し 、 コ

ン ピ ュ ー タ に よ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン や 解 析 処 理 が 盛 ん に 行 わ れ る よ う に な り ま し

た 。 急 速 に 進 歩 す る ハ ー ド ウ ェ ア に 対 応 し た 高 性 能 な ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 が 求 め ら

れ 、 そ の た め に は 、 効 率 的 で 再 利 用 性 の 高 い 数 値 計 算 ラ イ ブ ラ リ が 不 可 欠 で し た 。

ジ ャ ッ ク ・ ド ン ガ ラ 氏 は 、 L I N P A C K な ど 、 数 値 計 算 ソ フ ト ウ ェ ア ラ イ ブ ラ リ の

開 発 、 コ ン ピ ュ ー タ の 性 能 ラ ン キ ン グ 「 T O P 5 0 0 」 の 創 設 、 高 性 能 計 算 技 術 の 発

展 に 大 き く 寄 与 し ま し た 。 彼 は 、 M P I ( M e s s a g e  P a s s i n g  I n t e r f a c e ) な ど 分

散 並 列 計 算 技 術 の 普 及 に も 尽 力 し 、 H P C ( H i g h  P e r f o r m a n c e  C o m p u t i n g ) の

発 展 に 大 き く 寄 与 し 、 高 性 能 な 科 学 計 算 と 応 用 の 基 盤 を 築 き ま し た 。  

 

 ド ン ガ ラ 氏 は 、 シ カ ゴ 州 立 大 学 数 学 科 に 在 学 中 、 ア ル ゴ ン ヌ 国 立 研 究 所 ( A N L )

で イ ン タ ー ン シ ッ プ に 参 加 し 、 E I S P A C K プ ロ ジ ェ ク ト に 関 わ っ た こ と で 、 数 学

ソ フ ト ウ ェ ア に 興 味 を 持 ち ま し た 。 彼 は 、 A N L で 週 1 日 働 き な が ら 、 イ リ ノ イ 工

科 大 学 で コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス の 修 士 号 を 取 得 、 1 9 7 5 年 か ら は フ ル タ イ ム で
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勤 務 し 、 線 形 代 数 の ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ 開 発 を 担 当 し ま し た 。 1 9 8 0 年 、 ニ

ュ ー メ キ シ コ 大 学 で 博 士 号 を 取 得 し 、 1 9 8 9 年 に は テ ネ シ ー 大 学 と オ ー ク リ ッ ジ

国 立 研 究 所 の ジ ョ イ ン ト ポ ジ シ ョ ン を 受 け 入 れ ま し た 。 ド ン ガ ラ 氏 は 、 4 0 年 以

上 に わ た り 、 L I N P A C K 、 B L A S 、 L A P A C K 、 S c a L A P A C K 、 P L A S M A 、

M A G M A 、 S L A T E と い っ た 数 多 く の 数 値 計 算 ラ イ ブ ラ リ の 主 要 実 装 者 、 あ る い

は 主 任 研 究 者 と し て 活 躍 し ま し た 。 こ れ ら の ラ イ ブ ラ リ に 組 み 込 ま れ た 自 動 チ ュ

ー ニ ン グ 、 混 合 精 度 計 算 、 バ ッ チ 計 算 な ど の 高 度 な 革 新 的 な 技 術 が 、 ラ イ ブ ラ リ

の 性 能 と 移 植 性 を 高 め ま し た 。 ラ イ ブ ラ リ は 、 ノ ー ト パ ソ コ ン か ら ス ー パ ー コ ン

ピ ュ ー タ に 至 る ま で 幅 広 い プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で 利 用 さ れ て い ま す 。  

 

 ド ン ガ ラ 氏 は 、 並 列 計 算 に お け る プ ロ セ ス 間 通 信 を 実 現 す る た め の 標 準 規 格 で

あ る M P I の 策 定 に 深 く 関 与 し ま し た 。 1 9 9 0 年 代 初 頭 、 H P C は 分 散 メ モ リ 型 へ

急 速 に 移 行 し ま し た が 、 並 列 計 算 の 通 信 手 法 は ベ ン ダ ー 依 存 の ラ イ ブ ラ リ が 多 く 、

プ ロ グ ラ ム の 移 植 性 や 保 守 性 に 難 点 が あ り ま し た 。 彼 は 研 究 者 コ ミ ュ ニ テ ィ と 連

携 し つ つ 、 分 散 メ モ リ 環 境 の た め の メ ッ セ ー ジ パ ッ シ ン グ 規 格 の 策 定 に 取 り 組 み 、

1 9 9 4 年 に M P I - 1 . 0 を リ リ ー ス し ま す 。 M P I は 、 シ ン プ ル な が ら 強 力 な メ ッ セ

ー ジ パ ッ シ ン グ 機 能 を 提 供 し 、 数 値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン や 科 学 技 術 計 算 の 分 野 で 広

く 採 用 さ れ 、 H P C の 標 準 イ ン タ ー フ ェ ー ス と し て 用 い ら れ で い ま す 。 彼 の M P I

開 発 へ の 貢 献 は 、「 ハ ー ド ウ ェ ア の 差 異 を 抽 象 化 し 、 研 究 者 の 生 産 性 を 向 上 さ せ

る 」 と い う 理 念 が 生 ん だ 画 期 的 な 成 果 で し た 。  

 

 ド ン ガ ラ 氏 は 、 コ ン ピ ュ ー タ の 性 能 を 評 価 す る た め の 代 表 的 な ベ ン チ マ ー ク で

あ る L I N P A C K ベ ン チ マ ー ク の 開 発 と 、 コ ン ピ ュ ー タ 性 能 ラ ン キ ン グ T O P 5 0 0

プ ロ ジ ェ ク ト の 創 設 で も 知 ら れ て い ま す 。 1 9 7 9 年 、 彼 は L I N P A C K の ユ ー ザ ガ

イ ド の 付 録 に 、 線 形 方 程 式 を 解 く の に 必 要 な 事 件 を 計 測 す る テ ー ブ ル を 掲 載 し ま

し た 。 テ ー ブ ル は 1 5 種 の コ ン ピ ュ ー タ の 性 能 比 較 で 、 こ れ が L I N P A C K ベ ン チ

マ ー ク の 始 ま り で す 。 同 僚 か ら 理 論 値 で の ラ ン キ ン グ の ア イ デ ア を も ら い 、

T O P 5 0 0 と い う ラ ン キ ン グ リ ス ト を 作 成 、 1 9 9 3 年 に 初 め て 発 表 し ま し た 。 以 降 、

1 年 に 2 回 、 最 新 の リ ス ト が 発 表 さ れ て い ま す 。 H P C の 発 展 と と も に 、

L I N P A C K ベ ン チ マ ー ク は 進 化 し て お り 、 T O P 5 0 0 で は 異 な る 指 標 に 基 づ い て 測

定 さ れ た ベ ン チ マ ー ク ・ ラ ン キ ン グ も 発 表 さ れ て い ま す 。 T O P 5 0 0 は H P C 分 野
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に お け る 傾 向 を 追 跡 ・ 分 析 す る た め の 信 頼 で き る 基 準 と な っ て い ま す 。  

 

ド ン ガ ラ 氏 は 、 高 効 率 な 線 形 代 数 演 算 ラ イ ブ ラ リ 、 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ 機 構 、 コ

ン ピ ュ ー タ の 性 能 評 価 ツ ー ル な ど の 重 要 な 研 究 開 発 を 通 じ て 、 H P C コ ミ ュ ニ テ

ィ の 成 長 と H P C 分 野 の 発 展 に 貢 献 し ま し た 。 こ れ ら の 成 果 は 、 科 学 計 算 の 発 展

を 促 し 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン や 数 値 解 析 と い っ た 手 法 で 生 み 出 さ れ た 科 学 的 発 見 や

技 術 革 新 は 、 社 会 の 発 展 を 加 速 さ せ る 原 動 力 と な り ま し た 。 彼 の 功 績 は 国 際 的 に

高 く 評 価 さ れ て お り 、 C & C 賞 の 受 賞 は ま さ に そ の 偉 業 を 讃 え る も の で あ る と 考

え ま す 。  

 

■ 略 歴  /  P e r s o n a l  H i s t o r y  

1 9 5 0 年 7 月

1 8 日  

誕 生  

1 9 7 2  B S c  d e g r e e  i n  m a t h e m a t i c s  f r o m  C h i c a g o  S t a t e  

U n i v e r s i t y   

1 9 7 3  M S c  d e g r e e  i n  C o m p u t e r  S c i e n c e  f r o m  t h e  I l l i n o i s  

I n s t i t u t e  o f  Te c h n o l o g y  

1 9 8 0   P h D  i n  A p p l i e d  M a t h e m a t i c s  f r o m  t h e  U n i v e r s i t y  

o f  N e w  M e x i c o  

1 9 7 3 ~ 1 9 8 9  A r g o n n e  N a t i o n a l  L a b o r a t o r y   

  r e s i d e n t  s t u d e n t  a s s o c i a t e ,  1 9 7 3 ;   

  r e s e a r c h  a s s o c i a t e ,  1 9 7 4 ;   

  a s s i s t a n t  c o m p u t e r  s c i e n t i s t ,  1 9 7 5 – 1 9 8 0 ;   

  s e n i o r  c o m p u t e r  s c i e n t i s t ,  1 9 8 0 – 1 9 8 9 ;  

1 9 8 9 ~  U n i v e r s i t y  o f  Te n n e s s e e   

  d i s t i n g u i s h e d  p r o f e s s o r ,  1 9 8 9 – 2 0 0 0 ;   

  u n i v e r s i t y  d i s t i n g u i s h e d  p r o f e s s o r ,  2 0 0 0 –

p r e s e n t ;  

  e m e r i t u s  p r o f e s s o r ,   - p r e s e n t  

1 9 8 9 ~  O a k  R i d g e  N a t i o n a l  L a b o r a t o r y  

d i s t i n g u i s h e d  s c i e n t i s t ,  1 9 8 9 – 2 0 0 0 ;  

  a d j u n c t  R & D  p a r t i c i p a n t ,  2 0 0 0 – 2 0 2 5 ;  

2 0 0 7  Tu r i n g  F e l l o w  a t  t h e  U n i v e r s i t y  o f  M a n c h e s t e r  

( U K )  2 0 0 7 – p r e s e n t  

 

■ 主 な 表 彰  /  M a j o r  A w a r d s  

https://en.wikipedia.org/wiki/Chicago_State_University
https://en.wikipedia.org/wiki/Chicago_State_University
https://en.wikipedia.org/wiki/Computer_Science
https://en.wikipedia.org/wiki/Illinois_Institute_of_Technology
https://en.wikipedia.org/wiki/Illinois_Institute_of_Technology
https://en.wikipedia.org/wiki/Applied_Mathematics
https://en.wikipedia.org/wiki/University_of_New_Mexico
https://en.wikipedia.org/wiki/University_of_New_Mexico
https://en.wikipedia.org/wiki/Argonne_National_Laboratory
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1 9 9 4  A A A S  F e l l o w  

1 9 9 9  I E E E  F e l l o w  

2 0 0 1  A C M  F e l l o w  

2 0 0 1  M e m b e r  o f  t h e  N a t i o n a l  A c a d e m y  o f  E n g i n e e r i n g  

2 0 0 3  I E E E  C o m p u t e r  S o c i e t y  S i d n e y  F e r n b a c h  M e m o r i a l  

A w a r d  

2 0 0 4  S c i e n c e  F o u n d a t i o n  I r e l a n d  E . T. S .  W a l t o n  V i s i t o r  

A w a r d  

2 0 0 8  I E E E  M e d a l  o f  E x c e l l e n c e  i n  S c a l a b l e  C o m p u t i n g  

2 0 0 9  S I A M  F e l l o w  

2 0 1 0  S I A M  A c t i v i t y  G r o u p  o n  S u p e r c o m p u t i n g  C a r e e r  P r i z e  

2 0 1 1  I E E E  C h a r l e s  B a b b a g e  A w a r d  

2 0 1 3  A C M / I E E E  K e n  K e n n e d y  A w a r d  

2 0 1 9  S I A M / A C M  P r i z e  i n  C o m p u t a t i o n a l  S c i e n c e  a n d  

E n g i n e e r i n g  

2 0 1 9  F o r e i g n  M e m b e r  o f  t h e  B r i t i s h  R o y a l  S o c i e t y  

2 0 1 9  I E T I  F e l l o w  

2 0 2 0  I E E E  C o m p u t e r  P i o n e e r  A w a r d  

2 0 2 1  A C M  A . M .  Tu r i n g  A w a r d   

2 0 2 3  M e m b e r  o f  t h e  N a t i o n a l  A c a d e m y  o f  S c i e n c e s  

 

 

 

 

以 上  


